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V341a 狭視野 Si/CdTe半導体コンプトン望遠鏡による気球実験の試作機 miniSGD：
計画概要と進捗
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宇宙の非熱的エネルギーや重元素生成の探査を進めるにはMeV帯域の感度向上が重要であり、その有力な手法
が半導体コンプトン望遠鏡 (Semiconductor Compton Telescope : SCT)である。2016年打上げの「ひとみ」衛星
に搭載された軟ガンマ線検出器 (SGD)は、日本独自の Si/CdTe-SCTを中心に、アクティブシールドでその視野
を狭めてバックグラウンドを下げる「狭視野 Si/CdTe-SCT」であった。たった 1.5時間で「かに星雲」の 100 keV
帯の偏光観測に成功するなど、SCT技術で世界の最先端にあったが、初期運用中に失われてしまった。我々は狭
視野 Si/CdTe-SCTを用いた大気球実験を実現すべく、その性能実証機「miniSGD」を開発している。
SGDの主要な感度制約要因であった放射化は大気球高度では起きない一方で、大気吸収や宇宙線に起因する大

気ガンマ線が邪魔である。これら２つの障害は水平線に近いほど顕著なため、視野を制限し大仰角を選択的に観
測することが有効で、狭視野 SCTの特徴が活きる。miniSGDは 2023年春に豪州からピギーバックとして飛揚す
る予定である。システムは 40× 40× 55 cm3 立方、総重量 65 kg とコンパクトである。現在、SCTとシールドの
組み上げは終了し、パラメータ調整を進めている。CdTe両面ストリップ検出器や BGOとMPPCベースのシー
ルドなどは、FORCE衛星のWHXI検出器の技術実証の重要なステップでもある。耐圧容器や電源系、テレコマ
系の開発も進んでいる。本講演ではminiSGD全体計画とその進捗を報告する。


